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はじめに
清
の
王
士
禛
が
李
白
に
つ
い
て「
一
生
　
首
を
低
る
　
謝
宣
城
」
と
詠
じ
る
よ
う
に（
「
論
詩
絶
句
」）、
李
白
が
南
齊
詩
人
謝
朓
に
敬
意
を
表
し
て
い
た
こ
と
は
廣
く
知
ら
れ
る。
そ
の
李
白
は
死
後、
宣
州
當
塗
縣
の「
龍
山
」
に
埋
葬
さ
れ、
そ
の
後
さ
ら
に
同
當
塗
縣
内
に
あ
る「
靑
山
」
に
改
葬
さ
れ
る。
當
塗「
靑
山
」
改
葬
は
當
時
の
宣
歙
池
等
州
觀
察
使
で
あ
っ
た
范
傳
正
に
よ
っ
て
執
り
行
わ
れ、
そ
の
經
緯
は
范
傳
正
の
碑
文「
唐
左
拾
遺
翰
林
學
士
李
公
新
墓
碑
並
序
」（
以
下
范
碑
）纊
に
詳
し
い。
范
碑
に
よ
れ
ば、
當
塗
縣
を
訪
れ
た
范
傳
正
は
李
白
の
孫
娘
な
る
人
物
を
探
し
出
し、
孫
娘
よ
り「
先
祖
  志
  靑
山
に
在
り
」
と
伝
え
聞いたという。すなわち、
李白墓が當塗「龍山」から當塗「靑
山
」
へ
遷
移
さ
れ
た
背
景
に
は、
他
な
ら
ぬ
李
白
自
身
の
終
焉
の
志
が
あった。
范
碑
以
降、
當
塗「
靑
山
」
は
李
白
墓
の
所
在
地
と
し
て
一
躍
有
名
に
な
り、
同
時
に、
後
段
に
述
べ
る
よ
う
に、
當
塗「
靑
山
」
に
は
李
白
が
敬
慕
の
念
を
抱
い
て
い
た
南
齊
詩
人
謝
朓
の
別
業
が
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
る。
「
志
在
靑
山
」
は、
謝
朓
ゆ
か
り
の
地
に
埋
葬
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
だ
李
白
の
言
葉
と
し
て、
兩
詩
人
の
結
び
つ
き
を
強
め、
ま
た「
李
白
墓
―
靑
山
―
謝
朓
別
業
」
は
固
定
の
典
故
と
し
て、
後世の李白を弔う詩中に頻繁に見られるようになる。
一
方
で、
詩
人
李
白
が
終
焉
の
志
を
抱
い
た
こ
の「
靑
山
」
と
い
う
語
に
關
す
る
檢
討
は、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た。
そ
し
て
謝
朓
詩
に
關
す
る
先
行
硏
究
に
お
い
て
も、
當
塗
の「
靑
山
」
に
言
及
す
る
も
の
は
確
認
さ
れ
な
い。
范
碑
に
記
さ
れ
た
李
白
改
葬
の
經
緯
が
あ
ま
り
に
明
白
で
あ
っ
た
た
め、
そ
し
て
歷
代
の
詩
話、
地
理
李白「志在靑山」考
―
謝朓別業の存在をめぐって
―
石
　　　　　　　　
碩
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書、
李
白
詩
注
な
ど
が
こ
ぞ
っ
て
范
碑
の
記
述
を
援
用
し
て
い
る
こ
と
が、
そ
の
主
な
原
因
で
あ
ろ
う。
范
碑
に
よ
っ
て
歷
史
の
表
舞
台
に
姿
を
現
し
た
李
白「
志
在
靑
山
」
の
遺
言、
そ
し
て
謝
朓「
靑
山
」
別
業
な
る
も
の
の
存
在
は、
そ
の
ま
ま
後
人
に
よ
っ
て
自
明
視
さ
れ
る
よ
う
になったのである。
と
こ
ろ
で、
「
靑
山
」
が
李
白
の
遺
言
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
と
お
り、
そ
の
終
焉
の
志
を
託
す
る
地
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば、
李
白
と
謝
朓
の
關
係
性
を
考
え
る
上
で、
そ
し
て
李
白
の
文
學
を
考
え
る
上
で、
看
過
し
得
な
い
大
き
な
問
題
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い。
本
論
で
は、
謝
朓「
靑
山
」
別
業
の
存
在
の
有
無
を
問
い
尋
ね
つ
つ、
李
白「
志
在
靑
山
」
を
めぐる言説を今一度整理し、考察を試みることとしたい。
第一節
　
李白墓遷移の經緯ならびに謝朓別業に
　　　　
關する記述
は
じ
め
に、
當
塗「
靑
山
」
に
言
及
し
た
第
一
資
料
と
し
て、
范
碑
を
確
認
し
た
い。
李
白
死
後
五
五
年、
宣
歙
池
等
州
觀
察
史
で
あ
っ
た
范
傳
正
は、
當
塗
縣
令
の
諸
葛
縦
を
伴
っ
て
李
白
墓
を
當
塗「
靑
山
」
に
遷
移
す
る（
八
一
七
年
）。
范
碑
の
う
ち、
論
點
と
な
る
部
分
を
以
下
に擧げる。なお、
（
　
）はすべて筆者による（
以下同様
）。
①
 公
名
白、
字
太
白、
其
先
隴
西
成
紀
人。
絶
嗣
之
家、
難
求
譜
諜。
公
之
孫
女
捜
於
箱
篋
中、
得
公
之
亡
子
伯
禽
手
疏
十
數
行、
紙
壊
字
缺、
不
能
詳
備、
約
而
計
之、
涼
武
昭
王
九
代
孫
也。
…
②
 …（
李
白
）
晩
歳、
渡
牛
渚
磯、
至
姑
孰、
悅
謝
家
靑
山、
有
終
焉
之
志。
盤
桓
利
居、
竟
卒
於
此。
其
生
也、
聖
朝
之
髙
士。
其往也、當塗之旅人 …
③
 按
圖
得
公
之
墳
墓
在
當
塗
屬
邑、
因
令
禁
樵
採、
備
灑
掃。
訪
公
之
子
孫、
故
申
慰
薦。
凡
三
四
年
乃
獲
孫
女
二
人、
一
為
陳
雲
之
室、
一
為
劉
勸
之
妻、
皆
編
戸
甿
也。
因
召
至
郡
庭、
相
見
與
語。
衣
服
村
落、
形
容
朴
野、
而
進
退
閑
雅、
應
對
詳
諦、
且
祖
徳
如
在、
儒
風
宛
然。
問
其
所
以、
則
曰「
父
伯
禽、
以
貞
元
八
年
不
祿
而
卒。
有
兄
一
人、
出
遊
一
十
二
年、
不
知
所
在。
父
存
無
官、
父
殁
為
民、
有
兄
不
相
保、
為
天
下
之
窮
人。
…
久
不
敢
聞
於
縣
官、
懼
辱
祖
考、
鄕
閭
逼
迫、
忍
恥
來
告
」
…
④
 （
孫
女
二
人
）
云「
先
祖
志
在
靑
山、
遺
言
宅
兆、
頃
屬
多
故、
殯
於
龍
山
東
麓、
地
近
而
非
本
意。
墳
髙
三
尺、
日
益
摧
圮、
力
且
不
及、
知
如
之
何
」（
范
傳
正
）
聞
之
憫
然、
將
遂
其
請、
因
當
塗
令
諸
葛
縱
會
計
在
州、
得
諭
其
事。
縱
亦
好
事
者、
學
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為
歌
詩、
樂
聞
其
語、
便
道
還
縣、
躬
相
地
形、
卜
新
宅
于
靑
山
之
陽。
以
元
和
十
二
年
正
月
二
十
三
日、
遷
神
于
此、
遂
公
之
志
也。
西
去
舊
墳
六
里、
南
抵
驛
路
三
百
歩、
北
倚
謝
公
山、
卽靑山也、天寶十二載勅改名焉。…
　　　　　
 
唐・范傳正「唐左拾遺翰林學士李公新墓碑並序」
范
碑
は
大
き
く
二
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ、
前
半
に
は
李
白
の
略
傳
（
①
②
）、
後
半
に
は
改
葬
の
經
緯（
③
④
）
が
記
さ
れ
て
い
る。
は
じ
め
に
改
葬
の
經
緯
か
ら
見
て
い
き
た
い。
當
塗
縣
を
訪
れ
た
范
傳
正
は、
李
白
の
子
孫
を
探
し
求
め、
三・
四
年
經
っ
た
頃
に
孫
娘
二
人
を
見
つ
け
る。
二
人
は
陳
氏
の
妻、
劉
氏
の
妻
と
し
て
農
民
の
戸
籍
に
名
を
連
ね
て
お
り、
粗
末
な
身
な
り
な
が
ら、
何
處
か
高
雅
な
物
腰
で
あ
っ
た
と
い
う。
話
を
聞
く
と、
李
白
の
子
に
し
て
二
人
の
父
で
あ
る
伯
禽
は
既に七九二年に沒していた
（
③
）。續けて話は李白に及ぶ。
「先
祖
  志
  靑山に在り、
宅兆を遺言するも、
頃
そのこ
ろ屬たま
たま多故なれば、
龍
山
の
東
麓
に
殯
ら
る。
地
  近
け
れ
ど
も
本
意
に
非
ず
」。
す
な
わ
ち、
李
白
は
生
前
よ
り、
當
塗「
靑
山
」
に
埋
葬
さ
れ
た
い
と
い
う
思
い
を
抱
い
て
い
た
も
の
の、
樣
々
な
原
因
か
ら
叶
わ
ず褜
、
ま
た
孫
娘
の
力
で
は
改
葬
も
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
の
だ、
と
い
う。
「
地
  近
し
」
と
は、
先
に
李
白
が
葬
ら
れ
た「
龍
山
」
が「
靑
山
」
の
西
三
キ
ロ
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
る。
孫
娘
の
言
葉
か
ら、
「
靑
山
」
と
は
龍
山
の
東
に
位
置
す
る
山
の
名
稱
で
あ
っ
て、
一
般
名
詞
と
し
て
の「
靑
々
と
し
た
山
＝
靑
山
」
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る。
二
人
の
言
葉
を
聞
い
た
范
傳
正
は、
早
速、
當
塗
縣
令
の
諸
葛
縦
を
伴
い、
李
白
墓
を
當
塗「
靑
山
」
へ
移
す（
④
）。
靑
山
改
葬
の
經
緯はおおよそ以上のとおりであった
鍈
。
翻
っ
て
碑
文
の
前
半、
李
白
の
略
傳
に
目
を
向
け
た
い。
孫
娘
が
箱
の
中
か
ら
見
つ
け
た
父
伯
禽
の
書
に
よ
っ
て
李
白
の
家
系
を
知
っ
た
（
①
）
と
あ
る
よ
う
に、
前
半
部
分
の
傳
記
は、
孫
娘
の
言
葉
を
聞
い
た
後、
す
な
わ
ち
③
④
の
後
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る。
そ
の
た
め「
（
李
白
）
晩
歳、
牛
渚
磯
に
渡
り、
姑
熟
に
至
り、
謝
家
の
靑
山
を
悦
び、
終
焉
の
志
有
り
」（
②
）
と
い
う
言
葉
も、
當
然
な
が
ら
孫
娘
に
よ
る
「
先
祖
  志
  靑
山
に
在
り
」
の
言
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
に
な
る。
こ
こ
に
お
い
て、
「
靑
山
」
は
さ
ら
に「
謝
家
の
靑
山
」
と
説
明
さ
れ、
「
李
白―靑山―謝朓」という明確な構圖が完成する
銈
。
唐
代
に
お
け
る
李
白
の
誌
碑蓜
に
は
劉
全
白「
唐
故
翰
林
學
士
李
君
碣
記
」（
七
九
〇
年、
以
下
劉
碑
）、
范
傳
正「
唐
左
拾
遺
翰
林
學
士
李
公
新
墓碑並序」
（
前出、
八一七年
）、
李華「故翰林學士李君墓誌並序」
（
不
詳、
以
下
李
碑
）、
裴
敬「
翰
林
學
士
李
公
墓
碑
」（
八
四
三
年、
以
下
裴
碑
）
が
あ
る。
こ
の
う
ち、
劉
碑
は
當
塗「
靑
山
」
改
葬
前
に、
龍
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山
李
白
墓
に
殘
さ
れ
た
碣
文
で
あ
る
た
め、
本
論
で
は
扱
わ
な
い。
李
碑
と
裴
碑
は
い
ず
れ
も
當
塗「
靑
山
」
改
葬
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
た
め、
范
碑
以
降
に
作
ら
れ
た
も
の
と
判
斷
さ
れ
る。
そ
の
う
ち、
李
碑
に
關
し
て
は
す
で
に
偽
作
説
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
が俉
、
本
論
に
關
わ
る
部
分
を
見
る
と、
「
鳴
呼、
姑
孰
東
南、
靑
山
北
址、
有
唐
高
士
李
白
之
墓
」
と
あ
る
の
み
で、
い
ず
れ
に
せ
よ
范
碑
の
内
容
と
基
本
的
に
は
矛
盾
し
な
い。
ま
た
裴
碑
で
は
靑
山
李
白
墓
の
後
日
談
が
述
べ
ら
れ
て
お
り、
閒
接
的
に
范
碑
の
記
述
を
裏
付け
て
い
る。
以
下、
裴
碑
の
該
當箇所を擧げる。
（
李
白
）
其
後
以
脇
從
得
罪、
既
免、
遂
放
浪
江
南、
死
宣
城、
葬
當
塗
靑
山
下。
…
會
昌
三
年
二
月
中、
敬
自
淠
水
草
堂
南
遊
江
左、
過
公
墓
下。
四
過
靑
山、
兩
發
塗
口、
徘
徊
不
忍
去。
與
前
濮
州
鄄
城
縣
尉
李
劭、
同
以
公
服
拜
其
墓、
問
其
墓
左
人
畢
元
宥、
實
備
洒
掃、
留
綿
帛、
具
酒
饌
祭
公。
知
公
無
孫、
有
孫
女
二
人、
一
娶
劉
勸、
一
娶
陳
雲、
皆
農
夫
也。
且
曰
二
孫
女
不
拜
墓
已
五
六
年
矣。
因
告
邑
宰
李
君
都
傑、
請
免
畢
元
宥
力
役、
俾
專
灑
掃事。…
 
唐・裴敬「翰林學士李公墓碑」
　
このように、
李白の「
（
謝家の
）靑山」に在らんとする志は、
范
傳
正
の
碑
文
に
記
載
さ
れ
た
孫
娘
の
言
に
初
め
て
見
え
る
も
の
で
あ
っ
た。
『
新
唐
書
』
列
傳
一
二
七
に「
二
孫
女
嫁
為
民
妻
…
泣
曰、
先
祖
志
在
靑
山、
頃
葬
東
麓、
非
本
意。
傳
正
為
改
葬、
立
二
碑
焉
」
と
あ
り、
趙
令
畤（
一
〇
五
一
―
一
一
三
四
）『
侯
鯖
録
』
卷
六
に「
太
白
平
生
愛
謝
家
靑
山、
葬
其
處
…
竊
意
當
時
槀
殯
於
此、
至
范
侍
郎
為
遷
窆
靑
山
焉
」
と
あ
る
も
の
は、
い
ず
れ
も
范
碑
に
基
づ
い
て
記
さ
れ
た
も
のである。
さ
ら
に
南
宋
に
な
る
と、
當
塗「
靑
山
」
謝
朓
別
業
の
み
な
ら
ず、
そ
の
場
所
に
は「
謝
公
池
」「
謝
公
亭
」
の
存
在
も
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
なる。
游
靑
山。
山
南
小
市
有
謝
元
暉
故
宅
基、
今
為
湯
氏
所
居。
南
望
平
楚
極
目、
而
環
宅
皆
流
泉
奇
石、
靑
林
文
篠、
眞
佳
處
也。
遂
由
宅
後
登
山、
路
極
險
巇
…。
…
至
一
庵、
…
庵
前
有
小
池
曰
謝
公
池、
水
味
甘
冷、
雖
盛
夏
不
竭。
絶
頂
又
有
小
亭、
亦
名
謝
公
亭。下視四山、如蛟龍奔
放、爭赴川谷、…。
 
南宋・陸游『入蜀記』卷二
當
塗「
靑
山
」
と
謝
朓
の
關
係
は、
後
世
の
地
理
志
に
お
い
て
も、
李白「志在靑山」考（石）
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具體的に指摘されることになる
炻
。
謝公山在縣東三十五里。齊宣城太守謝朓築室及池於山南。
 
北宋・
『太平寰宇記』卷一〇五
李
白
宅
在
當
塗
縣
靑
山
之
麓。
白
至
姑
孰
依
當
塗
令
李
陽
氷、
愛
謝家靑山、有終焉之志。
 
淸・
『江南通志』
「
李
白
墓
―
靑
山
―
謝
朓
別
業
」
と
い
う
構
圖
は
そ
の
後
ま
す
ま
す
定
着
し、
淸・
王
琦
注「
謝
公
宅
」
は、
「
謝
朓
宅、
在
太
平
州
府
東
南
靑
山
之
椒。
南
齊
謝
朓
守
宣
城
時
建
別
業
於
此
」（
『
李
太
白
全
集
』、
中
華
書
局、
一
九
七
七
年
）
と
指
摘
し、
謝
朓
が
別
業
を
卜
し
た
時
期
ま
で
も
が
特定されるようになる。
謝
朓
別
業
の
存
在
は、
近
現
代
の
李
白
硏
究
に
お
い
て
も
自
明
視
さ
れ
て
き
た。
た
と
え
ば
李
昌
志
は「
『
謝
家
靑
山
』、
卽
謝
公
山、
北
臨
姑
溪
河、
左
帯
丹
陽
湖、
與
龍
山
隔
河
相
望。
南
齊
詩
人
宣
城
太
守
謝
朓
曾
遨
遊
吟
詠
於
此、
稱
這
里
爲『
山
水
郡
』、
因
愛
其
勝、
遂
築
室
山
南
」
と
述
べ
て
お
り昱
、
ま
た『
謝
朓
與
李
白
硏
究
』
茆
家
培
序
文
に
は
「
當
塗
境
内
的
靑
山、
是
唐
代
大
詩
人
李
白
的
長
眠
之
所、
也
是
素
爲
李
白
景
慕
的
南
齊
詩
人
謝
朓
築
室
之
處
」
と
あ
り棈
、
謝
宇
衡「
李
白『
一
生
低
首
謝
宣
城
』
衍
述
」
に
は「
謝
朓
於
齊
明
帝
建
武
年
閒
出
任
宣
州
太
守
期
閒
曾
築
室
山
南、
故
又
稱
謝
公
山・
謝
家
山
和
謝
公
靑
山。
李
白
深
愛
宣
城
一
帯
山
水
景
物
之
美
和
謝
朓
山
水
寫
景
詩（
主
要
是
寫
宣
城
一
帯
山
水
景
物
的
詩
）ママ
之
佳、
『
悦
謝
家
靑
山、
有
終
焉
之
志
』」鋹
と
あ
る。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
前
出
の
地
理
志
及
び
王
琦
注
の
記
載
を
下
敷
きとしている。
こ
の
よ
う
に、
李
白
の
遺
言「
志
在
靑
山
」
に
含
ま
れ
る「
靑
山
」
と
い
う
語
は、
范
碑
よ
り
現
代
に
至
る
ま
で、
齊
し
く
當
塗
縣
に
あ
る
特
定
の「
山
」
の
名
稱
と
し
て
解
釋
さ
れ
て
き
た。
同
時
に、
そ
の
當
塗「
靑
山
」
に
は、
謝
朓
が
宣
城
太
守
を
務
め
て
い
た
時
期
に
建
て
た
別業が存在していた、という考えも浸透してゆくようになる。
李
白
の「
志
在
靑
山
」
と
い
う
言
葉
は、
當
塗「
靑
山
」
に
謝
朓
別
業
が
存
在
し
た
こ
と
を
補
強
す
る
材
料
と
し
て
み
な
さ
れ、
一
方
で
當
塗「
靑
山
」
に
謝
朓
別
業
が
存
在
し
た
と
い
う
説
は、
李
白
の
謝
朓
愛
好
と
遺
言「
志
在
靑
山
」
の
整
合
性
を
説
明
す
る
役
割
を
担
う
こ
と
に
なる。
第二節
　
謝朓詩における「靑山」と謝朓別業
「
靑
山
」
に
つ
い
て、
南
宋
に
書
か
れ
た『
方
輿
勝
覧
』
に
興
味
深
い
記述が見える。
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在
當
塗
縣
東
南
三
十
里。
『
寰
宇
記
』
齊
宣
城
大
守
謝
朓
築
室
於
山
南。
址
猶
存。
絶
頂
有
謝
公
池。
唐
天
寳
年
改
為
謝
公
山。
朓
詩
云「還望靑山郭」
。
 
南宋・祝穆『方輿勝覧』卷十五・太平州「山川靑山」
本
文
は
言
わ
ば
謝
朓
の
詩
中
に「
靑
山
」
別
業
の
存
在
を
確
認
し
よ
う
と
試
み
た
も
の
で
あ
り、
引
用
さ
れ
て
い
る「
還
望
靑
山
郭
」
は、
謝
朓
の「
遊
東
田
」
詩
の
一
句
で
あ
る。
と
こ
ろ
が、
『
文
選
』
六
臣
注
「
遊
東
田
」
に「
善
曰、
朓
有
莊
在
鍾
山
東、
遊
還
作。
濟
曰、
卽朓
所
居
之
東
田
」
と
見
え
る
よ
う
に、
「
東
田
」
は
建
康・
鐘
山
の
近
く
に
あ
っ
た
謝
朓
の
別
業曻
を
指
し
て
お
り、
作
詩
の
地
點
か
ら
見
て
も、
當
塗「
靑
山
」
と
は
完
全
に
別
物
で
あ
る。
『
方
輿
勝
覧
』
が
こ
の
よ
う
な
初歩的なミスを犯したのはなぜか。
李
白
が
最
終
的
に
埋
葬
さ
れ
た
場
所
と
し
て
一
躍
名
を
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
當
塗「
靑
山
」
で
あ
る
が、
謝
朓
と
の
關
連
に
詳
し
く
言
及
し
た
言
説
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
ず、
確
た
る
根
拠
を
備
え
る
も
の
は
な
い。
加
え
て、
謝
朓
詩
に
お
け
る「
靑
山
」
と
い
う
語
は、
「
遊
東
田
」
詩
の
他
に、
「
餘
雪
映
靑
山、
寒
霧
開
白
日
」（
「
高
齋
視
事
」）
が
一
首
あ
る
の
み
で、
こ
こ
で
は
宣
城
の「
敬
亭
山
」
を
形
容
す
る
語
と
し
て「
靑
山
」
を
用
い
て
い
る。
ま
た、
宣
城
期
の
謝
朓
と
同
僚
で
あ
っ
た
何
從
事
の
作
に「
緑
水
豊
漣
漪、
靑
山
多
繍
綺
」（
「
往
敬
亭
路
中
」）
が
あ
り、
こ
れ
は
謝
朓
を
含
む
數
名
の
聯
句
と
い
う
形
式
を
取
る
作
品
で
あ
る
が、
詩
中
の「
靑
山
」
は
宣
城「
敬
亭
山
」
を
指
す
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い。
こ
の
よ
う
に、
謝
朓
詩
に
見
え
る「
靑
山
」
は「
山
」
を
形
容
す
る
語
句
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り、
そ
の
い
ず
れ
も（
形
容
す
る
對
象
と
い
う
點
か
ら
見
て
も
）
當
塗「
靑
山
」
と
は
關
連
を
持
た
な
い。
ま
た
こ
れ
ら
の
他
に
も、
當
塗
の「
靑
山
」
に
言
及
す
る
謝
朓
の
詩文および關連資料は確認されない。
謝
朓
詩
を
そ
の
生
涯
に
沿
っ
て
見
た
場
合、
文
學
集
団
の
一
員
と
し
て
奉
和
應
制
の
詩
を
多
く
為
し
た
前
半
生
と、
太
守
と
し
て
宣
城
に
赴
任
し、
孤
獨
の
中
で
山
水
詩
を
多
く
殘
し
た
後
半
生
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る。
そ
の
う
ち、
謝
朓
が
特
に
好
ん
で
詠
じ
た
詩
材
と
し
て、
建
物
そ
の
も
の
や
そ
こ
か
ら
の
景
觀
を
詠
じ
た
も
の（
〔
一
〕〔
二
〕、
他
に
「郡内高齋閑望答呂法曹」
「後齊迥望」
「高齋視事」
「落日悵望」
など
）、
そ
し
て
山
閒
の
景
色
を
詠
じ
た
も
の（
〔
三
〕〔
四
〕、
他
に「
遊
山
」「
往
敬
亭路中」など
）が擧げられる
彅
。
〔一〕結宇夕陰街、荒幽横九曲。迢逓南川陽、迤邐西山足。
闢館臨秋風、敞牕望寒旭。風碎池中荷、霜翦江南菉。既無東都金、且税東臯粟。
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謝朓「治宅」
〔二〕國小暇日多、民淳紛務屏。闢牖期淸曠、開簾候風景。
泱泱日照溪、團團雲去嶺。岧嶤蘭撩峻、駢闐石路整。池北樹如浮、竹外山猶影。自來彌弦望、及君臨箕潁。淸文蔚且詠、微言超已領。不見城壕側、思君朝夕頃。迴舟方在辰、何以慰延頸。
 
謝朓「新治北窻和何從事」
〔三〕兹山亘百里、合沓與雲齊。隱淪既已託、靈異居然棲。
上干蔽白日、下屬帶迴谿。交藤荒且蔓、樛枝聳復低。獨鶴方朝唳、飢鼯此夜啼。滯雲已漫漫、夕雨亦凄凄。我行雖紆組、兼得尋幽蹊。緑源殊未極、歸徑窅如迷。要欲追奇趣、卽此凌丹梯。皇恩竟已矣、兹理庶無睽。
 
謝朓「遊敬亭山」
〔四〕灞涘望長安、河陽視京縣。白日麗飛甍、參差皆可見。
餘霞散成綺、澄江靜如練。喧鳥覆春洲、雜英滿芳甸。去矣方滯滛、懐哉罷歡宴。佳期悵何許、淚下如流霰。有情知望鄕、誰能鬒不變。
　　
 
謝朓「晩登三山還望京邑」
こ
の
よ
う
な
家
屋
と
そ
の
周
囲
の
景
觀
を
題
材
に
詠
じ
る
詩
は、
謝
朓
の
族
兄・
謝
霊
運
に
す
で
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る。
謝
霊
運
は
始
寧
隱
棲
期
に
庭
園
を
造
り、
庭
園
そ
れ
自
體
の
配
置
と
周
囲
の
景
觀
を
詠
じ
た「
田
南
樹
園
激
流
植
援
」
詩
を
殘
し
て
い
る丨
。
宣
城
期
の
謝
朓
は
特
に
そ
の
傾
向
を
色
濃
く
引
き
継
い
で
お
り、
宣
城
の
郡
齋
か
ら
の
眺
め
を
詠
じ
た「
郡
内
高
齋
閑
望
答
呂
法
曹
」
を
は
じ
め
と
す
る
一
連
の
作
品
は、
謝
朓
を
代
表
す
る
作
品
と
し
て
後
世
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る。
こ
れ
に
加
え
て、
宣
城
太
守
在
任
中、
謝
朓
は
足
繁
く
郡
内
の
敬亭山を訪れており、
前に擧げた作品の他にも、
「祀敬亭山廟」
「
祀
敬
亭
山
春
雨
」
な
ど
の
作
品
を
殘
し
て
い
る。
別
業
そ
の
も
の
や
周
囲
の
眺
望、
さ
ら
に
は
山
中
の
景
色
な
ど
は、
詩
人
謝
朓
に
と
っ
て
極
めて重要な詩の題材であった。
し
か
し
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は、
謝
朓
の
詠
じ
る「
靑
山
」
と
い
う
語に、
みどりの山として山一般を指す用法はあっても（
前出
）、
固有名詞とし 特定の山を指す用例はなく
ましてや當塗「靑
山
」
を
指
す
も
の
は
皆
無
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り、
さ
ら
に
付
け
加
え
れ
ば、
當
塗
縣
と
い
う
場
所
と
謝
朓
自
身
の
關
連
も
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い、
と
い
う
こ
と
で
あ
る。
そ
の
結
果、
後
世
の
人
々
は
李
白
の
遺
言「
志
在
靑
山
」
と
謝
朓
と
の
關
連
を
敢
え
て
見
出
そ
う
と
し
て、
無
理
な
論
証
を
行
う
こ
と
に
な
る。
前
出『
方
輿
勝
覧
』
が
強
引
に、
謝
朓
の
詩
中
か
ら
當
塗「
靑
山
」
の
手
が
か
り
を
探
そ
う
と
し
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て「遊東田」詩を引いたのは、まさにその一例である。
謝
朓
と
當
塗「
靑
山
」
と
の
自
明
と
さ
れ
て
き
た
繋
が
り
を
決
定
的
に
疑
わ
せ
る
事
實
が
あ
る。
謝
朓
の
詩
文
お
よ
び
南
齊
當
時
の
資
料
に
當
塗「
靑
山
」
に
關
す
る
記
述
が
見
ら
れ
な
い
の
は
前
述
の
と
お
り
で
あるが、
實のところ、
宣城太守を務めた時期に謝朓が當塗「靑
山
」
に
別
業
を
構
え
た
と
い
う
言
説
そ
の
も
の
に
も、
疑
念
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い。
范
碑
を
は
じ
め
と
す
る「
（
李
白
）
志
在
靑
山
」
説
に
拠
っ
て
判
斷
す
る
に、
謝
朓
別
業
な
る
も
の
は
當
然
の
こ
と
な
が
ら、
當
塗
縣「
靑
山
」
に
位
置
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る。
こ
れ
は
前
出
の
陸
游『
入
蜀
記
』
に
も、
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る。
し
か
し
な
が
ら、
南
齊
當
時
の
行
政
区
画
か
ら
見
た
場
合、
「
靑
山
」
の
あ
っ
た
當
塗
縣
は、
謝
朓
が
太
守
を
務
め
た
宣
城
郡
に
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た。
南
齊
當
時、
當
塗
縣
が
宣
城
郡
で
は
な
く
隣
接
す
る
淮
南
郡
の
屬
縣
で
あ
っ
た
こ
と
が、
『
南
齊
書
』
卷
十
四・
南
豫
州
に
明
記
さ
れている。
淮南郡
　　
于湖
　
繁昌
　
當塗
　
浚遒
　
定陵
　
襄垣
宣城郡
　　
 廣
徳
　
懐
安
　
宛
陵
　
廣
陽
　
石
城
　
臨
城
　
寧
國
宣城
　
建元
　
涇
　
安吴
 
『南齊書』卷十四・志第六・州郡上・南豫州
そ
し
て
當
塗
縣
が
宣
州
に
組
み
込
ま
れ
る
の
は
隋
の
大
業
十
年
以
降
のことである。
當
塗
縣。
本
漢
丹
陽
縣
地、
其
當
塗
縣
本
屬
九
江
郡、
漢
爲
侯
國。
…
晋
武
帝
太
康
初
分
丹
陽
置
于
湖
縣、
成
帝
時
以
江
北
之
當
塗
縣
流
人
過
江
在
于
湖
者、
僑
立
爲
當
塗
縣、
屬
淮
南
郡。
隋
大
業
十
年廃于湖縣、以當塗屬宣州。
 
唐『元和郡縣圖志』卷第二十八・江南道四・宣州
宣
城
太
守
で
あ
っ
た
謝
朓
が、
そ
の
在
任
中
に
任
地
を
離
れ、
隣
郡
の
屬
縣
で
あ
る
當
塗
に
別
業
を
築
い
た
と
は
考
え
に
く
く、
端
的
に
言
え
ば
不
可
能
の
こ
と
で
あ
っ
た。
「
謝
朓
が
宣
城
太
守
期
に
當
塗
縣
の
靑
山
別
業
を
築
い
た
」
と
い
う
言
説
は、
ほ
ぼ
確
實
に、
後
人
に
よ
る
牽
強
付
会
の
産
物
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う。
そ
の
背
景
に
は、
唐
代における「宣州」と「宣城」の地名の混用がある。
既出の文献で言えば、
范碑に遅れること二十
六年の裴碑（
八
四
三
）
に
は「
（
李
白
）
其
後
以
脇
從
得
罪、
既
免、
遂
放
浪
江
南、
死
宣
城、
葬
當
塗
靑
山
下
」
と
記
さ
れ
て
い
る（
第
一
節
を
参
照
）。
裴
敬
は
自
ら
當
塗「
靑
山
」
を
訪
れ
て
立
碑
し
て
い
る
た
め、
こ
こ
で
言
う
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「宣城」は無論、
「宣城縣」のことではなく、
李白が沒した「當
塗
縣
」
を
含
む「
宣
州
」
全
體
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る。
こ
の
よ
う
に、
唐
代
に
お
い
て、
「
宣
城
」
と
い
う
語
は、
特
定
の
縣（
宣
城
縣
）
を
指
す
と
同
時
に、
廣
く
宣
州（
宣
城
縣、
當
塗
縣
な
ど
を
含
む
）
を
指
す
語
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
た。
一
方
で、
「
謝
宣
城
」
の
呼
び
名
が
示
す
よ
う
に、
謝
朓
に
付
隨
す
る
第
一
の
イ
メ
ー
ジ
こ
そ、
「
宣
城
」
と
い
う
地
名
で
あ
り、
「
宣
城
太
守
」
と
い
う
肩
書
き
で
あ
っ
た。
そ
の
た
め、
「
唐
代
に
お
け
る
宣
城（
実
際
に
は
宣
州
）
―
南
齊
に
お
け
る
宣
城（
実
際
に
は
唐
代
に
お
け
る
宣
城
縣
）
―
宣
城
太
守
謝
朓
」
と
い
う
誤
解
さ
れ
た
構
圖
の
中
に
お
い
て、
半
ば
条
件
反
射
の
よ
う
な
形
で、
宣
州
當塗縣「靑山」と謝朓が關連付けられたと見てよい。
現
存
す
る
謝
朓
關
連
資
料
か
ら
は、
謝
朓
と「
靑
山
」
と
の
關
連
は
確
認
さ
れ
ず、
ま
た
行
政
区
画
か
ら
見
て
も、
當
塗「
靑
山
」
別
業
が
宣
城
期
に
建
て
ら
れ
た
可
能
性
は
極
め
て
低
い。
と
す
れ
ば、
「
靑
山
」
謝朓別業の存在自體、甚だ疑わしいと言わざるを得ない。
第三節
　
李白詩における「靑山」
と
こ
ろ
で、
李
白
の
詩
に
お
け
る「
靑
山
」
に
は、
い
く
つ
か
の
用
法
が
確
認
さ
れ
る。
そ
の
う
ち、
一
般
名
詞
と
し
て
具
體
的
な
對
象
を
限
定
し
な
い「
靑
山
」
の
用
法
と
し
て、
「
送
友
人
」（
「
靑
山
橫
北
郭、
白
水
遶
東
城。
此
地
一
為
別、
孤
蓬
萬
里
征
」）、「
烏
棲
曲
」（
「
姑
蘇
臺
上
烏
棲
時、
吳
王
宮
裏
醉
西
施。
吳
歌
楚
舞
歡
未
畢、
靑
山
欲
銜
半
邊
日
」）、「
南
都
行
」（
「
高
樓
對
紫
陌、
甲
第
連
靑
山。
此
地
多
英
豪、
邈
然
不
可
攀
」）
な
ど
の
作
品
が
擧
げ
ら
れ、
ま
た、
具
體
的
な
特
定
の
山
を
形
容
す
る
用
法
と
し
て、
「
游
泰
山
六
首
　
其
六
」（
「
朝
飲
王
母
池、
暝
投
天
門
關。
獨
抱
綠
綺
琴、
夜
行
靑
山
閒
」）、「
望
天
門
山
」（
「
天
門
中
斷
楚
江
開、
碧
水
東
流
至
北
迴。
兩
岸
靑
山
相
對
出、
孤
帆
一
片
日
邊
水
」）、
そ
し
て
敬
亭
山
を
訪
れ
た
際
に
詠
じ
た「
遊
敬
亭
寄
崔
侍
御
」（
「
我
家
敬
亭
下、
輒
繼
謝
公
作。
…
登
高
素
秋
月、
下
望
靑
山
郭
」）、「
登
敬
亭
北
二
小
山
余
時
送
客
逢
崔
侍
御
並
登
此
地
」（
「
送
客
謝
亭
北、
逢
君
縱
酒
還。
屈
盤
戲
白
馬、
大
笑
上
靑
山」
）の二首などが擧げられる
仡
。
一
方、
當
塗「
靑
山
」
を
指
す
用
法、
す
な
わ
ち
從
來、
當
塗「
靑
山
」
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
き
た
作
品
は、
以
下
の
三
首のみである
仼
。
A　
靑山日將暝、寂寞謝公宅。竹里無人聲、池中虛月白。荒
庭
衰
草
遍
、
廢
井
蒼
苔
積
。
惟
有
淸
風
閒
、
時
時
起
泉
石
。
 
李白「姑孰十詠・謝公宅」
B　
 杜
陵
賢
人
淸
且
廉、
東
溪
卜
築
歲
將
淹。
宅
近
靑
山
同
謝
朓、
門
垂
碧
柳
似
陶
潛。
好
鳥
迎
春
歌
後
院
、
飛
花
送
酒
舞
前
簷
。
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客
到
但
知
留
一
醉
、
盤
中
只
有
水
晶
鹽
。
 
李白「題東谿公幽居」
C　
 我
吟
謝
朓
詩
上
語、
朔
風
颯
颯
吹
飛
雨。
謝
朓
已
沒
靑
山
空、
後
來
繼
之
有
殷
公。
粉
圖
珍
裘
五
雲
色
、
曄
如
晴
天
散
彩
虹
。
文
章
彪
炳
光
陸
離
、
應
是
素
娥
玉
女
之
所
為
。
…
 
李白「酬殷明佐見贈五雲裘歌」
Aは
姑
孰、
す
な
わ
ち
當
塗
の
景
色
を
十
選
択
し
て
詠
じ
た「
姑
孰
十
詠
」
の
一
首
で
あ
り、
本
詩
の
他
に「
姑
孰
渓
」「
丹
陽
湖
」「
陵
歊
臺
」「
桓
公
井
」「
慈
姥
竹
」「
望
夫
山
」「
牛
渚
磯
」「
靈
墟
山
」「
天
門
山
」
が
あ
る。
た
だ
し
こ
の
連
作
に
關
し
て
は、
北
宋
以
降、
次
の
よ
うな偽作説が唱えられてきた。
過
姑
孰
堂
下、
讀
李
白
十
詠、
疑
其
語
淺
陋、
不
類
太
白。
孫
邈
云、
聞
之
王
安
國、
此
李
赤
詩、
秘
閣
下
有
赤
集、
此
詩
在
焉、
白
集
中
無
此。
赤
見
柳
子
厚
集、
自
比
李
白、
故
名
赤。
卒
為
厠
鬼
所
惑
而
死。
今
觀
此
詩
止
如
此、
而
以
比
太
白、
則
其
人
心
疾
已久、非特厠鬼之罪。
 
蘇軾『東坡志林』卷二（
四庫全書本
）
李
太
白
往
來
江
東、
此
州
所
賦
尤
多。
如「
秋
浦
歌
」
十
七
首
及
九
華
山・
淸
溪・
白
笴
陂・
玉
鏡
潭
諸
詩
是
也。
「
秋
浦
歌
」
云
「
秋
浦
長
似
秋、
蕭
條
使
人
愁
」
又
曰「
兩
鬢
入
秋
浦、
一
朝
颯
已
衰。
猨
聲
催
白
鬢、
長
短
盡
成
絲
」
則
池
州
之
風
物
可
見
矣。
然
觀太白此歌高妙乃爾。則知「姑孰十詠」決為贋作也。
 
陸游『入蜀記』卷二
蘇
軾
は
本
連
作
を
李
白
の
作
品
に
非
ず
と
見
な
し
て
お
り、
李
赤
な
る
人
物
の
作
で
あ
る
と
す
る
説
を
引
き、
そ
の
根
拠
と
し
て
い
る。
李
赤
と
は『
柳
河
東
集
』
卷
十
七「
李
赤
傳
」
に
見
え
る
虚
構
の
人
物
で
あ
る
た
め、
蘇
東
坡
の
伝
聞
は
信
憑
性
に
欠
け
る
も
の
の伀
、
こ
の「
『
姑
孰
十
詠
』
李
赤
偽
作
説
」
は
後
世、
相
應
の
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
と
見てよい。例えば明の高棅
『唐詩品彙』
は
「丹陽湖」
「謝公宅」
「
陵
歊
臺
」「
慈
姥
竹
」「
望
夫
山
」
を
選
び、
い
ず
れ
も
李
赤
の
作
と
し
て
お
り、
『
全
唐
詩
』
は「
故
孰
十
詠
」
の
題
下
に「
一
作
李
赤
詩
」
と
注
記
し
て
い
る。
か
り
に「
故
孰
十
詠
」
の「
李
赤
偽
作
説
」
が
否
定
さ
れ
た
と
し
て
も、
本
連
作
が「
語
  淺
陋
に
し
て、
太
白
に
類
は
ず
」、
「
高
妙
」
に
欠
く
と
後
世
の
詩
人
に
見
な
さ
れ
て
い
た
こ
と、
ま
た
そ
れ
を
主
要
な
理
由
と
し
て
偽
作
説
が
出
現
し、
一
定
の
影
響
力
を
持
っ
た
事
實
は、
重
く
見
る
必
要
が
あ
る。
少
な
く
と
も、
「
姑
孰
十
詠
」
に
含
ま
れ
る
作
品
を
根
拠
と
し
て、
李
白
の
傳
記
を
考
え
る
こ
と
に
は
慎
重
李白「志在靑山」考（石）
51
でなければならないであろう。
Bの「
東
谿
公
の
幽
居
に
題
す
」
に
關
し
て、
詹
瑛『
李
白
全
集
校
注
彙
釋
集
評
』（
百
花
文
藝
出
版
社、
一
九
九
六
年
）
は「
宅
近
靑
山
同
謝
朓
」
の
句
に
着
眼
し、
范
碑
を
引
い
て「
按
范
傳
正『
唐
左
拾
遺
翰
林
學
士
李
公
新
墓
碑
』
序
云
：
晩
歳、
渡
牛
渚
磯、
至
姑
孰、
悅
謝
家
靑
山、
有
終
焉
之
志。
盤
桓
利
居、
竟
卒
於
此。
而
本
詩
云、
宅
近
靑
山
同
謝
朓、
則
此
詩
之
作、
當
在
天
寶
十
二
載
以
降、
甚
至
晩
年
」
と
繋
年
す
る。
し
か
し、
本
詩
は
隱
者
の
杜
陵
賢
人
が
東
溪
に
築
い
た
住
處
を
讃
え
る
詩
で
あ
っ
て、
「
靑
山
」
を
含
む
頷
聯
は
古
人
の
典
故
を
擧
げ
た
對
句
表
現
の
中
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。
そ
の
場
合、
「
宅
は
靑
山
に
近
く
し
て
謝
朓
に
同
じ、
門
は
碧
柳
垂
れ
て
陶
潜
に
似
た
り
」
と
い
う
表
現
に
お
い
て、
「
碧
柳
」
に
對
應
す
る
「
靑
山
」
を
あ
え
て
特
定
の
地
名
と
見
な
す
の
は、
あ
ま
り
に
迎
え
た
解
釋であり、
違和感を覚えざるを得ない。これに對し、
安旗『李
白
全
集
編
年
注
釋
』（
巴
蜀
書
社、
一
九
九
〇
年
）
は『
元
和
郡
縣
圖
志
』
關
内
道・
京
兆
府・
萬
年
縣
に「
杜
陵、
在
縣
東
南
二
十
里、
漢
宣
帝
陵
也
」
と
あ
る
の
を
引
き、
本
詩
の
制
作
地
を
長
安
と
し
た
上
で、
天
寶
三
載
に
繋
年
す
る（
「（
安
旗
）
按、
詩
言
杜
陵、
當
作
于
長
安。
『
宅
近
』
二
句、
非
獨
借
謝
朓・
陶
潜
以
賛
友
人、
亦
自
明
其
志
也
」）。
か
り
に
本
詩
が
當
塗
滞
在
中
の
作
で
な
い
と
す
れ
ば、
「
靑
山
」
を
固
有
名
詞
と
し
て
と
ら
え
る
必
然
性
は
な
く
な
り、
む
し
ろ「
碧
柳
」
と
の
兼
ね
合
い
か
ら、
一般名詞として解釋することの方が穩當となる。
そ
し
て
Cを
見
る
と、
『
李
太
白
集
分
類
補
註
』（
汲
古
書
院、
二
〇
〇
六
年
）
に
は「
齊
賢
曰『
謝
朓
宅
在
當
塗
靑
山
下
』」
と
あ
り、
詩
中
の
「
靑
山
」
と
い
う
語
が、
作
品
の
制
作
地
點
を
特
定
す
る
判
斷
材
料
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る。
ま
た
安
旗『
李
白
全
集
編
年
注
釋
』（
前
出
）
は
本
詩
の
題
下
に「
本
年
作
於
當
塗
」
と
注
し、
本
詩
を
天
寶
十
三
載
に
繋
年
し
て
い
る。
作
年
を
判
斷
す
る
根
拠
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の、
天
寶
十
二
載
か
ら
天
寶
十
四
載
に
か
け
て
李
白
が
當
塗
を
複
數
回
訪
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば、
安
旗
が
詩
中
の「
靑
山
」
を
當
塗「
靑
山
」
と
見
な
し
て
制
作
年
を
判
斷
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想像に難くない。
こ
う
し
て
み
る
と、
從
來
當
塗「
靑
山
」
を
詠
じ
た
作
品
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
き
た
上
記
三
首
は、
い
ず
れ
も、
當
塗
縣
に
あ
る
具
體
的
な
山
の
名
を
指
す
固
有
名
詞
と
斷
定
す
る
に
躊
躇
せ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
で
あ
る。
加
え
て、
生
前
よ
り
終
焉
の
志
を
抱
き、
子
孫
に
遺
言
す
る
ほ
ど
ま
で
に、
李
白
が
當
塗「
靑
山
」
と
い
う
山
に
思
い
を
寄
せ
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば、
當
塗「
靑
山
」
そ
れ
自
體
を
取
り
上
げ
て
題
材
と
す
る
作
品
を
殘
し
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う。
と
こ
ろ
が
實
際
に
は、
姑
孰
の
景
色
を
詠
じ
る
連
作
の
一
首
と
し
て（
Ａ
）、
そ
し
て
他
者
を
賛
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美
す
る
際
に
引
用
す
る
典
故
と
し
て（
Ｂ
Ｃ
）、「
靑
山
」
は
常
に「
謝
朓
」
の
語
に
付
隨
す
る
形
で
の
み
登
場
し、
地
名
と
し
て
の
存
在
感
は
極めて希薄であると言わざるを得ない。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば、
第
一
節
に
て
整
理
し
た
從
來
の
説、
す
な
わ
ち
李
白「
志
在
靑
山
」
の「
靑
山
」
を、
單
一
的
に
當
塗
に
位
置
す
る
特
定
の
山
の
名
稱
と
し
て
と
ら
え
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
解
釋
を、
再
儉討する必要があるのではないか。
第四節
　
李白「志在靑山」の解釋について
今
一
度
范
碑
を
見
る
と、
李
白
の
孫
娘
は「
先
祖
志
在
靑
山、
遺
言
宅
兆、
頃
屬
多
故、
殯
於
龍
山
東
麓。
地
近
而
非
本
意
」
と
訴
え
て
お
り、
その文脈を補う形で、
范傳正は「
（
李白
）晩歳、
渡牛渚磯、
至
姑
孰、
悅
謝
家
靑
山、
有
終
焉
之
志
」
と
言
い
換
え
て
い
る。
范
碑
に
依
拠
す
る
限
り、
碑
中
の「
靑
山
」
が
當
塗
縣「
龍
山
」
の
東
約
三
キロメートに位置する特定の山の名稱を指すことは疑い 。
し
か
し
一
方
で、
「
靑
山
」
と
い
う
語
は
第
一
義
と
し
て、
「
靑
々
と
し
た
山
」
と
い
う
意
味
で
あ
り、
こ
れ
が
転
じ
て、
唐
代
で
は
隱
棲
の
地
を
表
す
詩
語
と
し
て、
多
く
の
詩
中
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る。
李
白
と
同
時
代
の
詩
人
を
見
て
も、
隱
棲
の
地
を
表
す
語
と
し
て「
靑
山
」
を
用
い
る
詩
に
は、
「
君
登
靑
雲
去、
予
望
靑
山
歸。
雲
山
從
此
別、
淚
溼
薜
蘿
衣
」（
孟
浩
然「
送
友
人
之
京
」）、「
群
公
誰
讓
位、
五
柳
獨
知
貧。
惆
悵
靑
山
路、
煙
霞
老
此
人
」（
劉
長
卿「
贈
秦
系
徵
君
」）、「
悠
悠
白
雲
裏、
獨
住
靑
山
客。
林
下
晝
焚
香、
桂
花
同
寂
寂
」（
劉
長
卿「
寄
龍
山
道
士
許
法
稜
」）、「
晚
下
兮
紫
微、
悵
塵
事
兮
多
違。
駐
馬
兮
雙
樹、
望
靑
山
兮
不
歸
」（
王
維「
贈
徐
中
書
望
終
南
山
歌
」）、「
依
遲
動
車
馬、
惆
悵
出
松
蘿。
忍
別
靑
山
去、
其
如
綠
水
何
」（
王
維「
別
輞
川
別
業
」）
な
ど
が
あ
り、
枚
擧
に
暇
な
い。
す
な
わ
ち、
李
白
の「
志
在
靑
山
」
と
い
う
言
葉
に「
靑
山
」
の
語
が
含
ま
れ
て
い
る
限
り、
そ
れ
が
固
有
名
詞
で
あ
る
に
せ
よ、
な
い
に
せ
よ、
「
靑
山
」
と
い
う
表
現
そ
れ
自
體
が
持
つ
「隱棲の地」のイメージを必然的に備えることになる。
さ
ら
に、
李
白
詩
に
お
け
る
當
塗「
靑
山
」
の
用
法
が
三
例
し
か
な
く、
極
め
て
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
も、
再
度
注
目
す
る
必
要
が
あ
る（
前
節
Ａ
Ｂ
Ｃ
詩
）。
李
白
詩
に
お
い
て、
山
の
名
稱
を
含
む
他
の
作
品
と
比
較
し
た
時、
敬
亭
山（
十
五
首
）、
廬
山（
八
首
）、
泰
山
（
八
首
）
と
の
閒
に
置
か
れ
て、
當
塗「
靑
山
」（
三
首
）
の
存
在
感
は
極
め
て
希
薄
で
あ
り、
「
靑
山
」
と
同
じ
く
當
塗
縣
に
位
置
す
る
天
門
山
（
五首
）にさえ引けを取る。加えて、
そのわずかな用例のうち、
當
塗「
靑
山
」
と
い
う
特
定
の
山
そ
れ
自
体
を
單
獨
で
詠
じ
る
作
品
は
皆
無
で
あ
り、
謝
朓
を
詠
じ
る
詩
中
で
し
か
確
認
さ
れ
な
い。
こ
れ
は、
同
じ
く
謝
朓
に
關
連
す
る
地
名
で
あ
り
な
が
ら、
謝
朓
の
イ
メ
ー
ジ
か
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ら
離
れ、
山
そ
の
も
の
に
対
す
る
樂
し
み
を
詠
じ
た「
獨
坐
敬
亭
山
」
詩（
「
衆
鳥
高
飛
盡，
孤
雲
獨
去
閒。
相
看
兩
不
厭，
只
有
敬
亭
山
」）
が、
李
白
を
代
表
す
る
作
品
と
し
て
後
世
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
極
めて対照的である。
こ
れ
ら
の
點
に
加
え、
さ
ら
に
當
塗「
靑
山
」
謝
朓
別
業
の
存
在
が
地
理
的
に
見
て
甚
だ
疑
わ
し
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば、
一
つ
の
結
論
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る。
す
な
わ
ち
李
白
の
遺
言、
「
志
在
靑
山
」
の「
靑
山
」
は、
當
塗
縣
の
一
地
名
と
し
て
處
理
す
べ
き
も
の
で
は
な
く、
隱
棲
の
地
を
連
想
さ
せ、
同
時
に
李
白
が
愛
し
た
謝
朓
の
イ
メ
ー
ジ
を
内
包
す
る、
複
合
的
な
意
味
合
い
を
持
つ
言
葉
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か。
そ
し
て、
こ
れ
ら
の
イ
メ
ー
ジ
が
投
影
さ
れ
た
對
象
こ
そが、當塗にある山、
「靑山」であった。
こ
れ
を
踏
ま
え
て、
「
志
在
靑
山
」
と
い
う
李
白
の
遺
言
を
解
釋
す
る
な
ら
ば、
「
わ
が
愛
し
た
詩
人
謝
朓
を
想
起
さ
せ、
そ
し
て
世
俗
を
離
れ
た
山
奥
の
隱
棲
の
地
を
思
わ
せ
る、
こ
の
當
塗
の「
靑
山
」
を
埋
葬
の
地と
して願う」という意味になる。
當
塗「
靑
山
」
は
李
白
が
隱
遁
世
界
を
想
像
す
る
上
で
媒
介
と
な
る
存
在
で
あ
り、
當
塗「
靑
山
」
と
謝
朓
の
關
連
も
ま
た、
實
際
に
は、
李
白
に
よ
る
一
種
の
文
學
的
産
物
で
あ
っ
た。
と
こ
ろ
が「
志
在
靑
山
」
の「
靑
山
」
を
單
一
的
に
地
名
と
と
ら
え
て
解
釋
し
た
後
人
に
よ
っ
て、
「
志
在
靑
山
」
の
本
意
は
誤
解
さ
れ、
同
時
に、
本
來
必
ず
し
も
直
接
的
な
關
係
性
を
持
た
な
か
っ
た
當
塗「
靑
山
」
と
謝
朓
と
の
關
連
が
強
調
さ
れ
て、
あ
た
か
も
實
在
し
た
か
の
よ
う
に、
謝
朓
別
業
の
存
在
が
提
唱されるようになったのである。
むすびにかえて
　
本
論
で
は、
謝
朓
別
業
の
存
在
を
主
軸
と
し
て、
李
白「
志
在
靑
山
」
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た。
そ
の
結
果、
以
下
の
結
論
を
得
る
こ
と
が
できた。
一、當塗「靑山」謝朓別業の存在從
來、
當
塗「
靑
山
」
に
は
謝
朓
の
別
業
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た。
し
か
し、
謝
朓
關
連
資
料
か
ら
當
塗「
靑
山
」
と
謝
朓
と
の
關
連
を
確
認
で
き
な
い
こ
と、
そ
し
て
南
齊
當
時
の
行
政
区
画
で
は、
「
靑
山
」
を
含
む
當
塗
縣
は
謝
朓
が
太
守
を
務
め
た
宣
城
郡
に
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
判
斷
し
て、
謝
朓「
靑
山
」
別
業
な
る
も
の
の
存在は極めて疑わしいことが分かった。
二、李白「志在靑山」の解釋從
來、
「
志
在
靑
山
」
の「
靑
山
」
は、
當
塗
縣
に
位
置
す
る
山
の
名
稱と見なされてきた。しかし、
李白の用法を見ると、
當塗「靑
山
」
が
一
つ
の「
山
」
と
し
て
單
獨
で
登
場
す
る
こ
と
は
な
く、
必
ず
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「
謝
朓
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
伴
う
形
で
用
い
ら
れ
て
い
る。
そ
の
た
め、
「
志
在
靑
山
」
の「
靑
山
」
を
單
一
的
に
地
名
と
し
て
處
理
す
る
こ
と
は
不
適
切
で
あ
り、
謝
朓
に
對
す
る
思
い
を
當
塗「
靑
山
」
に
託
す
と
い
う、
李
白
に
よ
る
一
種
の
文
學
的
表
現
と
し
て
見
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。
當
塗
縣
に
あ
る「
靑
山
」
と
い
う
山
を
通
じ
て、
李
白
は
隱
遁
の
世
界
へ
と
思
い
を
馳
せ、
そ
し
て
謝
朓
を
想
起
し、
こ
の
地
に
埋
葬
されんと望んだのである。
三、
「李白―靑山―謝朓」という構圖
「
志
在
靑
山
」
の「
靑
山
」
を
具
体
的
な
存
在
と
し
て
限
定
し
て
解
釋
し
た
後
人
は、
敢
え
て
當
塗「
靑
山
」
と
謝
朓
と
の
關
連
を
見
出
そ
う
と
し
て、
謝
朓
別
業
な
る
も
の
の
存
在
を
強
調
す
る
こ
と
に
な
る。
『
太
平
寰
宇
記
』、『
方
輿
勝
覧
』
に
よ
る
恣
意
的
な
資
料
の
操
作
に
よ
っ
て、
こ
れ
ら
の
説
を
引
く
王
琦
注
や、
先
行
硏
究
の
よ
う
な
誤
解
が
生
じ
た
ものと考えられる。范碑におくれて南宋になって出現する
「靑
山
謝
朓
別
業
」
は、
む
し
ろ
李
白「
志
在
靑
山
」
の
發
言
に
基
づ
い
て
想
像
を
膨
ら
ま
せ
て
創
り
だ
さ
れ
た
虚
構
の
詩
跡
で
あ
る
と
考
え
な
け
ればならない。
本
稿
の
考
察
に
よ
っ
て
以
上
の
よ
う
に
結
論
付
け
ら
れ
る
一
方
で、
「
謝
朓
靑
山
別
業
」
説
の
出
現、
そ
し
て
そ
れ
が
宣
城
太
守
着
任
期
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
言
説
の
流
通
に
よ
り、
「
謝
朓
に
對
し
て
敬
愛
の
念
を
抱
く
李
白
」
の
像
は
よ
り
立
體
的
な
も
の
と
な
っ
て
後
世
に
受
容
さ
れ
て
ゆ
く
よ
う
に
な
る。
晩
唐
に
は
す
で
に、
李
白
墓
を
背
景として、李白と謝朓を共に詠じる詩が見られるようになる。
客過當塗縣、停車訪舊遊。謝公山有墅、李白酒無樓。采石花空發、烏江水自流。夕陽誰共感、寒鷺立汀洲。
 
韋荘「過當塗縣」
髪枯窮律韻、字字合塤箎。日月所到處、姓名無不知。鶯啼謝守壘、苔老謫仙碑。詩道喪來久、東歸為弔之。
 
林寛「送許棠先輩歸宣州」
下馬靑山下、無言有所思。雲藏李白墓、苔暗謝公詩。烈燒飛荒野、棲鳬宿廣陂。東來與西去、皆是不閒時。
 
許棠「宿靑山館」
謫
下
三
淸
列
八
仙、
獲
調
羮
鼎
侍
龍
顔。
吟
開
鎖
闥
窺
天
近、
醉
卧
金
鑾
待
詔
閒。
舊
隱
不
歸
劉
備
國、
旅
魂
常
寄
謝
公
山。
遺
編
徃簡應飛去、散入祥雲瑞日閒。
 
徐夤「李翰林」
　無
論
こ
れ
は、
中
晩
唐
に
お
け
る
謝
朓
の
受
容
史
に
お
い
て
も、
特
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筆
す
べ
き
現
象
で
あ
っ
た。
そ
れ
ま
で、
都
を
離
れ
て
地
方
へ
赴
い
た
「
謝
宣
城
」
と
し
て、
大
暦
詩
人
ら
の
送
別
詩
中
に
登
場
し
て
い
た
謝
朓
は、
李
白
が
沒
し
て
そ
の
墳
墓
が
當
塗「
靑
山
」
に
遷
移
さ
れ
て
以
降、
當
塗
に
別
業
を
構
え
た
詩
人
と
い
う
新
た
な
る「
経
歴
」
を
付
與
さ
れ、
李
白
を
弔
う
詩
文
に
登
場
し、
李
白
と
手
を
携
え
な
が
ら
後
世
に
名
を
廣めることになる。
注（
1）
孟
點「
唐
左
拾
遺
翰
林
學
士
李
公
新
墓
碑
並
序
」
に「
…
李
翰
林
新
墓
碑、
唐
宣
歙
觀
察
使
范
傳
正
之
文
也。
墓
之
更
徙、
蓋
元
和
乙
酉
歳、
距
今
淳
佑
壬
寅
凡
四
百
二
十
六
年。
碑
石
斷
仆
零
落、
僅
存
方
尺
許、
於
榛
莽
閒。
字
画
作
唐
隷、
遒
勁
可
愛。
惜
未
能
得
其
全
也。
惟
前
人
立
碑
之
意、
所
以
表
墓。
今
墓
幸
可
識、
而
碑
不
復
村。
年
運
而
往、
吾
惧
過
之
者、
忘
下
馬
之
敬
矣。
既
爲
墓
而
崇
其
封、
又
更
葺
其
祠
宇。
得
碑
之
文
於
其
集
中、
乃
重
書
刻
石、
立
墓
左、
庶
來
者
有
考
焉。
…」
と
あ
り
（
南
宋
淳
佑
二
年、
一
二
四
二
）、
范
碑
が
そ
の
後、
南
宋
孟
點
に
よ
っ
て
重
刻
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る。
ま
た、
范
碑
は『
文
苑
英
華
』
卷
九
百
四
十
五
に
も
收
録
さ
れ
て
い
る。
本
論
で
扱
う
碑
文
は
す
べ
て、
王
琦
注
『
李
太
白
全
集
』
卷
三
十
一「
付
録
」（
中
華
書
局、
一
九
七
七
年
）
に
拠
る。
（
2）
李
昌
志「
李
白
藁
葬・
殯
葬・
改
葬
始
末
新
説
」（『
中
國
李
白
硏
究
』
一
九
九
五
年
―
一
九
九
六
年
集
所
收
）
は「
故
多
く
」
に
關
し
て、
安
史
の
乱
の
余
波
が
あ
っ
た
こ
と、
李
白
が
な
お「
尚
屬
刑
餘
之
身
」
で
あ
っ
た
こ
と、
李
白
が
晩
年
好
ん
で
龍
山
を
訪
れ
て
い
た
こ
と、
そ
し
て
當
時
晋
の
畢
卓
の
墓
が
龍
山
に
あ
っ
た
こ
と
の
四
點
を
挙
げ
て
説
明
し
て
い
る。ま 、鄭立洲「李白殯葬龍山原委浅析」
（李昌志
・
鄭立洲
・
陶
錫
良
等
編
著『
李
白
詩
魂
系
靑
山
』
中
国
展
望
出
版
社、
一
九
八
八
年
）
は
李
白
が「
志
在
靑
山
」
で
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず、
死
後「
殯
於
龍
山
」
と
な
っ
た
理
由
に
關
し
て、
李
白
が
沒
す
る
よ
り
前
に、
李
陽
冰
が
當
塗
縣
を
離
れ
て
い
た
た
め、
希
望
す
る
地
に
埋
葬
さ
れ
る
こ
と
が
叶
わ
なかったと説明している。
（
3）
當
塗「
靑
山
」
が
天
寶
十
二
載
に、
勅
命
に
よ
っ
て「
謝
公
山
」
に
改
め
ら
れ
た
と
い
う
記
述
は、
范
碑
に
初
め
て
見
え
る
も
の
で
あ
り、
そ
の
後
の
文
献
に
引
か
れ
る
内
容
は
い
ず
れ
も
范
碑
の
域
を
出
な
い。
ま
た、
關
連
す
る
内
容
は
正
史
に
一
切
見
ら
れ
ず、
一
詩
人
の
愛
好
に
合
わ
せ
て
勅
命
で
も
っ
て
地
名
を
改
め
る
と
い
う
事
例
も
確
認
さ
れ
な
い。
さ
ら
に、
『
大
明
一
統
志
』『
大
淸
一
統
志
』
は、
そ
れ
ぞ
れ「
靑
山
」
の
語
で
項
目
を
設
け
て
お
り、
「
又
名
謝
公
山
」「
一
名
謝
公
山
」
と
記
し
て
お
り、
「
謝
公
山
」
が
正
式
な
山
の
名
稱
と
し
て
見
な
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る。
以
上
の
理
由
か
ら、
筆
者
は、
當
塗「
靑
山
」
が
勅
命
に
よ
っ
て「
謝
公
山
」
に
名
を
改
め
ら
れ
た
と
い
う
范
碑
の
記
述
は、
孫
娘
に
よ
る「
志
在
靑
山
」
の
伝
言
を
受
け
て、
李
白
改
葬
が
決
定
し
て
か
ら、
當
塗「
靑
山
」
の
存
在
を
権
威
づ
け
よ
う
と
し
て
唱
え
ら
れ
たものであり、歷史的な信頼性に欠けると考える。
（
4）
范
碑
の
段
階
で
は「
謝
朓
別
業
」
と
明
言
し
て
い
な
い
も
の
の、
「
謝
家
靑
山
」
と
い
う
言
葉
が、
「
靑
山
」
が
謝
朓
ゆ
か
り
の
地
で
あ
っ
た
こ
と
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を
意
味
す
る
こ
と
は
疑
い
な
い。
「
謝
家
靑
山
」
と
い
う
語
は、
范
傳
正
が
そ
の
場
に
い
た
で
あ
ろ
う
孫
娘
か
ら
聞
き、
あ
る
い
は
李
白
詩
中
に
登
場
す
る「
靑
山
―
謝
朓
」
の
組
み
合
わ
せ
の
用
法
な
ど
か
ら
推
測
し
て、
「
靑
山
」
と
謝
朓
の
關
係
性
を
確
信
し
て
為
さ
れ
た
發
言
と
考
え
ら
れ
よ
う。
（
5）
な
お、
當
塗「
靑
山
」
に
關
す
る
記
述
は、
李
陽
冰「
草
堂
集
序
」、
魏
顥「李翰林集序」のいずれにも見られない。
（
6）
李
碑
偽
作
説
は
主
に
李
從
軍「
李
白
卒
年
辨
」（『
吉
林
大
學
社
会
科
學
學
報
』、
一
九
八
三
年
第
五
期
）
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
て
お
り、
①
李
碑
が『
文
苑
英
華
』
に
收
録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と、
②
新
旧『
唐
書
』
收
本
傳
に
よ
れ
ば、
李
華
は
大
暦
初
に
沒
し
て
お
り、
靑
山
改
葬（
元
和
十
二
年
）
に
言
及
す
る
碑
文
を
殘
す
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と、
③
李
碑
の
文
體
が墓誌の形式に相應しくないことなどを主な根拠としている。
（
7）
他
に、
南
宋・
王
象
之『
輿
地
紀
勝
』
卷
十
八「
太
平
府
」
:「
唐
李
白
墓
在
縣
東
北
一
十
七
里
靑
山
之
北。
李
陽
冰
爲
當
塗
令、
白
往
依
之、
悦
謝家靑山、欲終焉。…」などがある。
（
8）注（
2）を参照。
（
9）
茆
家
培・
李
子
龍
主
編『
謝
朓
與
李
白
硏
究
』（
人
民
文
學
出
版
社、
一
九九五年）
。
（
10）
謝
宇
衡「
李
白『
一
生
低
首
謝
宣
城
』
衍
述
」（
成
都
大
學
學
報・
社
科
版、一 七 第一期）
。
（
11）『
南
史
』「
齊
本
紀
下
」
卷
五
に「
先
是
文
恵
太
子
立
樓
館
於
鍾
山
下、
號
曰
東
田。
…
帝
明
審
有
吏
才、
…「
大
存
儉
約、
罷
武
帝
所
起
新
林
苑、
以
地
還
百
姓。
廢
文
惠
太
子
所
起
東
田、
斥
賣
之
」
と
あ
る
よ
う
に、
鐘
山「
東
田
」
は、
も
と
も
と
南
齊
の
文
惠
太
子
が
樓
館
を
築
い
た
場
所
で
あ
っ
た
が、
儉
約
を
貴
ぶ
明
帝
に
よ
っ
て
売
却
さ
れ
た。
そ
の
後、
謝
朓
と
同
時
代
の
沈
約
が「
東
田
」
に
別
業
を
築
い
た
こ
と
が
記
録
に
殘
っ
て
い
る。
『
南
史
』
列
傳
四
十
七「
約
性
不
飲
酒、
少
嗜
慾、
雖
時
遇
隆
重、
而
居
處
儉
素。
立
宅
東
田、
矚
望
郊
阜、
常
為
郊
居
賦
以
序
其
事
」。
謝
朓
が「
東
田
」
別
業
を
築
い
た
の
も、
こ
の
時
期
と
考
え
ら
れる。
（
12）
謝
朓
詩
は
す
べ
て
曹
融
南『
謝
宣
城
集
校
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社、
二
〇〇七年）に拠る。
（
13）顧紹柏『謝霊運集校注』
（中州古籍出版社、一九八七年）
。
（
14）
李
白
詩
は
す
べ
て
王
琦
注『
李
太
白
全
集
』（
中
華
書
局、
一
九
七
七
年）に拠る。
（
15）
李
白「
遊
謝
氏
山
亭
」
詩
に
對
し、
松
浦
友
久『
李
白
傳
記
論
―
客
寓
の
詩
想
』〔
十
〕「
李
白
晩
年
考（
上
）―
沒
年
の
再
儉
討
を
中
心
に
―」
（
硏
文
出
版、
一
九
九
四
年
）
は、
詩
中
の「
謝
公
池
塘
上、
春
草
颯
已
生
」
が
謝
霊
運・
謝
惠
連
の
故
事
を
連
想
さ
せ
る
こ
と、
そ
し
て
「
謝
氏
」
と
い
う
言
い
回
し
が、
謝
朓
に
對
す
る
呼
稱
で
は
な
く、
知
人
の「
謝
氏
」
を
指
し
て
い
る
可
能
性
が
大
き
い
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る。
ま
た、
詩
中
に
明
確
に
當
塗「
靑
山
」
を
指
し
示
す
語
を
含
ま
な
い
こ
と
か
ら、
本
論
で
は「
遊
謝
氏
山
亭
」
を
當
塗「
靑
山
」
の
作
に
含
め
ない。
（
16）
張
良
才「
『
姑
熟
十
詠
』
作
者
辨
証
」（
李
昌
志・
鄭
立
洲・
陶
錫
良
等
編
著『
李
白
詩
魂
系
靑
山
』
中
国
展
望
出
版
社、
一
九
八
八
年
）
は、
該
連
作
の
う
ち
八
首
が『
文
苑
栄
華
』
に
收
録
さ
れ
て
い
る
こ
と、
そ
し
て
李白「志在靑山」考（石）
57
李
白
の
後
身
と
称
せ
ら
れ
る
北
宋・
郭
祥
正
に「
追
和
李
白
姑
熟
十
詠
」
の作品があること等を根拠として、偽作説を否定している。
＊
　　
＊
作
　
者
‥石
　
碩
A
u
th
o
r: SE
K
I M
asum
i
標
 　
題
‥李
白〝
志
在
青
山
〟
考
―
關
於
謝
朓
故
宅
是
否
存
在
的
問
題―
T
it le: L
i B
ai 李
白
's ' Zhi zai Q
ing shan,  「
志
在
青
山
」
―
concerning the E
xistence of X
ie T
iao
謝朓
's V
illa ―
摘
 　
要
‥唐
代
李
白
死
後
初
葬
於
安
徽
當
塗
縣
龍
山，
後
改
葬
於
當
塗
縣
內
的
青
山。
其
原
因，
據
范
傳
正
所
書
碑
文
中
引
用
的
李
白
孫
女
之
言，
乃
因
李
白
生
前
有
遺
言
″
志
在
青
山
〟，
只
不
過
由
于
種
種
原
因
未
能
立
刻
實
現，
故
而
加
以
改
葬。
後
人
則
一
致
認
為
當
塗
青
山
為
南
齊
詩
人
謝
朓
所
建
故
宅
的
所
在
地，
而
李
白
的
遺
願
正
表
現
出
了
他
對
謝
朓
的
崇
拜。
後
世
人
憑
弔
李
白
時，
也
經
常
將
″
李
白
墓
〟
與
″
青
山
〟、
″
謝
公
宅
〟
聯
繫
在
一
起。
但
實
際
上
″
青
山
〟
與
謝
朓
并
没
有
直
接
關
係，
″
青
山
〟
一
詞
更
不
應
該
單
純
而
固
定
地
解
釋
為
謝
朓
的
故
宅。
本
論
文
即
以
謝
朓
故
宅
的
存
在
與
否
為
中
心
線
索，
對
李
白
″
志
在
青
山
〟
這
一
表
達
的
原
意
進
一
步
加
以
探
討，
從
而
深
層
次
地
分
析
李
白
與
謝
朓
的
文學接受關係。
関
 鍵詞
‥李白
　
志在青山
　
謝朓
　
當塗青山
